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液体貯槽の自然地震に対する応答観測結果
OnSomeResultsOnResponseObservationofLiquidStorageTankstoNaturalEarthquakes
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1. ま え が さ

千葉実験所において昭和 47年以来化学プラントモデ

ルの自然地震応答観測を行ってきている.1)本プラント

を使用しての研究目的は,

i) 従来の建築構造物などとはかな り異なった化学プ

ラントの地震応答の性状を把握すること.

ii) 応答倍率のゆらぎ,加速度その他に対する応答倍率

の傾向をみること.

iii) 石油など液体貯槽の一般的な応答特性,とくにスロ

ッシングの入力,応答倍率特性を求めること.

iv) 配管などのモー ド計測法などを実際の地震データ

を得ながら開発することなどであった.これらについて

は第 6回世界地震工学会議に発表した応答のゆらぎの問

題2)など,それまであまり問題にされなかったことを大

きく提起することができた.
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図1 千葉実験所付近における地質活動分布図 (1960-1980年) 図2 プラントモデルの配置図
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